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活鰻 調製品 活鰻 調製品
1991 177.6 --  51.5 --
1993 183.2 --  36.6 --
1995 160.1 178.3  58.1  651.2
1997 149.2 106.8  63.5 1020.3
1999 108.3  23.4  73.6  738.2
2001 110.1  64.4  27.8  601.2
2003 193.1  24.6  46.1  387.4
2005 170.9  37.3 170.7  461.6
2007 159.5  35.5 102.5  476.4
2009  72.8  10.3  93.1  221.4
2011 118.3  19.5 121.2  320.2
2013  31.4   0.7 144.1  236.2
出所：農林水産省『農林水産物輸出入統計』各年版より作成。
終わりに
　以上、日本と台湾との食料品貿易や投資などと関連付けながら、食料品をめぐる日中経済関係に
おける台湾の役割を考察してきた。最後に以上の考察で明らかになった点を簡単にまとめておこ
う。
　まず、日本の農水産物貿易において台湾は日本の重要なパートナーであることが判明した。1990
年代前半まで台湾は日本の豚肉、ウナギ、野菜などの主要輸入先であった。特に豚肉とウナギは圧
倒的に多かった。1990年代後半からは台湾からの食料品の輸入は減少してきたが、マグロ類、枝
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豆などの一部の商品は依然として輸入されている。また、台湾は香港と並んで、日本産食料品の重
要な輸出先市場である。特に日本産野菜と果実の対台湾輸出は注目されている。
　そして、農水産物貿易の他、多くの日系食品企業は台湾へ進出している。1960年代まで森永製
菓、カゴメなどのような大手食品メーカーは既に台湾へ進出して、台湾で菓子などの日本食品の生
産販売を開始した。それは、台湾の食品企業は中国などの他の国や地域より先に日本の食品生産及
び日本の食文化と接触したことを意味しており、その後の台湾食品企業の中国での菓子類や即席麺
の生産とつながっていると考えられる。
　続いて、多くの日系食品企業は台湾企業と連携しながら中国で事業を展開している。特に技術力
を持っているが、中国進出に必要な情報や語学人材の欠如した日系中小企業にとって、中国進出す
る際に、台湾企業の利用価値が高い。もちろん、食品製造技術、養殖技術、資金を獲得するため
に、多くの台湾企業も日系企業との連携を望んでいる。
　最後に、ウナギ産業の日本から台湾へ、そして台湾から中国への移転過程を明らかにした。日、
台、中におけるウナギ産業の移転には人件費、地価、為替レートの変動などの多方面の要素が作用
している。これらの要素の変動によって東アジア地域において産業は国境を越えて移転している。
ウナギ養殖業は小さな産業部門であるが、代表的一例として東アジア地域の産業移転を物語ってい
る。
注
1）「三通」は通航・通商・通信、「四流」は学術交流・文化交流・スポーツ交流・科学技術交流のことを指す。
2）各種報道および筆者の現地調査によって確認された。
3） 旺旺の成功について、岩塚の技術提供が決定的な要因だと言われており、筆者も岩塚製菓の技術提携の重要性を
否定しない。しかし、マーケットや会社の経営戦略から見れば、中国市場進出のタイミング及び中国での経営手
腕が大事な要因であると強調したい。なぜならば、旺旺は缶詰事業から撤退して、いかの燻製などの水産加工業
へ転換した時、日本から技術を導入したが、うまく行かなかった。また、製菓技術はハイテク技術ではなく、技
術の要素は限界があるだろう。
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